
つやま市議会だより

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。

●
心
身
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
軽
減
措
置
を
求
め

　

る
請
願
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
採
択

●
「
気
候
保
護
法
」
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め

　

る
請
願　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
採
択

●
家
族
従
業
員
の
働
き
分
を
認
め
な
い
「
所
得
税
法
五
十
六

　

条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
継
続
審
査

●
雇
用
の
安
定
と
地
方
自
治
体
財
政
の
強
化
を
求
め
る
請
願

　

書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
採
択

●
物
価
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
を
関
係

　

大
臣
へ
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願　
　

↓
継
続
審
査
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方
」
と
「
活
動
理
念
」
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
当

局
提
案
の
施
策
に
対
し
て
の
判
断
基
準
を
、
ど
こ
に
置
い
て
い
る

の
か
が
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
・
市
民
が
と
い
う
会
派
。
ま

た
、
私
・
私
が
と
い
う
会
派
。
今
議
会
は
特
に
会
派
の
考
え
方
が

理
解
で
き
る
・
・
・
。
興
味
深
い
議
会
で
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
の
手
元
に「
議
会
だ
よ
り
」が
届
く
こ
ろ
に
は
、

賛
否
が
あ
り
給
付
が
遅
れ
た「
定
額
給
付
金
」が
支
給
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
津
山
市
に
は
約
十
七
億
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
権
利
と
し
て
有
効
活
用
下
さ
い
。

　

今
議
会
は
二
十
一
年
度
当
初
予
算

が
提
案
さ
れ
、
施
政
方
針
や
第
四
次

総
合
計
画
（
中
期
実
施
計
画
）
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
議
会
は
、
会
派
に
よ
る
代

表
質
問
と
個
人
質
問
を
、
会
派
で
選

択
し
て
質
問
し
ま
す
。
個
人
質
問
制

で
は
わ
か
り
に
く
い
「
会
派
の
考
え
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阿
波
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
園
児
（
児
童
）
は
、
六
人

で
一
ク
ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
目
標
は
、「
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
心
の
豊
か

な
子
ど
も
を
育
て
る
」
で
、「
健
康
、
安
全
な
生
活
を
す
る

た
め
に
、
基
本
的
な
習
慣
や
態
度
を
育
て
る
」
な
ど
を
指
導

の
重
点
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
茂
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
園
児
（
児
童
）
は
、
二
十

一
人
で
二
ク
ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
目
標
は
、「
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
」
な
ど
で
、「
豊

か
な
心
情
や
人
と
か
か
わ
る
力
を
育
む
」
な
ど
を
指
導
の
重

点
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清
泉
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
園
児
（
児
童
）
は
、
十
五

人
で
二
ク
ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
目
標
は
、「
心
豊
か
で
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育

て
る
」な
ど
で
、「
様
々
な
体
験
や
身
近
な
自
然
・
地
域
の
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
・
絵
本
や
物
語
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や

心
情
を
育
む
」
な
ど
を
指
導
の
重
点
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
名
は
合
成
写
真
で
す
。

表
紙
写
真
の
説
明

　

三
月
議
会
で
は
、
左
記
の
二
件
の
人
事
案
件
へ
の
同
意
が

求
め
ら
れ
、
全
員
一
致
で
同
意
、
推
薦
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　

津
山
市
戸
島
二
一
五　
　
　
　

杉　

山　
　
　

深

　
　
　
　

津
山
市
総
社
一
一
九
│
一　
　

竹　

内　

伸　

典

　
　
　
　

津
山
市
山
方
一
八
〇
一　
　
　

田　

中　

千　

江

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　
　
　

津
山
市
野
村
二
九
〇　
　
　
　

保　

田　

佳　

子

お
世
話
に
な
っ
た
編
集
委
員
会
も
委
員
の
構
成
替
え
の
時
期
で
す
。

い
つ
も
話
題
に
の
ぼ
る「
ど
の
く
ら
い
見
て
貰
っ
て
い
る
の
か
。」、

見
て
貰
え
る
紙
面
づ
く
り
に
多
く
の
声
と
改
革
は
必
要
で
す
。

景
気
対
策
、
雇
用
対
策
に
世
の
中
が
ゆ
れ
て
い
る
。
財
政
再
建
も

影
を
ひ
そ
め
、
借
金
や
む
な
し
か
。
定
額
給
付
金
も
反
対
議
員
は

一
人
も
な
し
、
是
世
の
中
か
。

　

議
場
傍
聴
席
の
入
り
口
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
住
所
、
お
名
前
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
に
載
せ
る
と
き
は
匿
名
で
掲
載
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
三
月
議
会
に
傍
聴
に
来
て

い
た
だ
い
た
方
は
百
十
四
人
で
し
た
。

中
国
悠
久
の
文
学
、司
馬
遷
の『
史
記
』に
は
、「
み
な
そ
の
本
を
失

え
ば
な
る
の
み
」と
あ
る
。
国
が
滅
ぶ
の
は
偶
然
な
ど
で
は
な
く
、

為
政
者
が
人
間
の
基
本
を
失
う
故
に
と
い
う
警
告
で
あ
る
。

三
月
議
会
で
同
意
し
た
人
事
案
件

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
は
、

県
下
市
町
村
で
組
織
さ
れ
た
広
域
連
合
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
広
域
連
合
の
議
員
の
う
ち
、
県
下
の
市
議
会
か
ら
は
三

名
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
う
ち
一
名
が
欠
員
と
な
っ

た
た
め
、
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
三
名
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

投
票
は
各
市
議
会
で
行
わ
れ
、
最
終
的
に
広
域
連
合
に
お
い
て
集

計
さ
れ
ま
す
。

　

津
山
市
議
会
で
の
得
票
数
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

黒
見
節
子
（
津
山
市
議
）　

二
十
五
票

大
橋　

賢
（
倉
敷
市
議
）　
　
　

五
票

田
辺
昭
夫
（
倉
敷
市
議
）　
　
　

二
票

三
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
の
審
査
結
果

（
耕
）

（
靖
）

（
修
）

（
行
）


